































































































































































































































































































































































































｢村｣ ｢無思想｣ ｢滅私｣ ｢擦り合わせ｣ ｢集団的行動｣ を､6000年も前から始め
ていたことになる｡その後､分散や集約を練返し､連綿としてDNAが引き継








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本の現場でのPDCS(Plan Do Check Action)は､PDSの管理行動

















































































































































































































まさに ｢Calm Chaos｣であったのである｡日本は､｢Calm Chaos｣を経て､
環境の ｢不確定性に備えるための協力｣ と､人類が社会を作ったそもそもの動
機である ｢存続のための協力｣が､連綿として継承されていたことを実証した｡
そこには､原子力発電所の事故処理に､命を懸けて尽力している人々がいる｡
日本人特有の､｢備えあれば憂いなし｣も､個人金融資産に支えられ､全国規
模の義援金の大きさに現れた｡
日本の民族性の根底にある ｢協働｣ は､カイゼンやJIT(ジャスト･イン･
タイム)思考を生み出した｡日本人の ｢村｣｢無思想｣｢滅私｣｢擦り合わせ｣
｢集団的行動｣による多様性と､｢協働｣の思考と行動は､｢元本保証された多
様性の創出｣の中で､生き続けている｡世界は､全く違う競争原理にある｡日
本人特有の思考だけに頼っては､自らを滅ぼしてしまう可能性もある｡それは､
人類にとって不幸なことである｡今回の震災の大きさへの対処と復興は､世界
を巻き込んで実現することによって､人類のあるべき姿を､日本発で提唱でき
得る｡震災により､家族を失い､家屋を失い､仕事を失った人々にも､原子力
発電所の事故により避難を余儀なくされた人々にも､日本人の ｢協働｣力は､
必ず働きかけを強め､新しい復興に力を発揮するはずである｡
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